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　　　　今月の主な内容
市議会議員の構成決まる…一一・……・・一P2～P3

a12防災訓練、1年を迎える新幹線………P4～P5
春の叙勲・礼偶者を推戴、国保シリーズなど一P6～P7

交通事故非常事態宣言道路運送車両法の改正・・P8～P9

カメラの目特集、春まつリ、こけしコンクール、トピ

ックス、味自慢……一…一・・り……・………P10～P13

4万人のひろば地名アレコレ、市民文芸など・P14～P15

お知らせ板、図書館のご利用を……………P16～P19

休Eヨ急患当番医・カメラ・ニュース……一一…『P20

　　　　みんなで交通安全

　自石第二小学校（渡辺信有校長）で、こ9ほど1、

2年生を対象にした交通安全教室が行われました。

交通巡視員のお姉さんたちや交通指導隊員たちから

横断歩道の渡り方にっいて学び、r交差点では、手をあ

げて、左右確認、車が止まったのを確認してから」の

ルールを教えていただきました。
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議驚構成決まる
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任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
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、
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二
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6月12日（日曜日）は県民防災の日です

自童防災訓練

午前9時30分、一斉にサイレン

いざというときのために

参加しましょう

総
合
防
災
訓
練
　
地
震
が
起
こ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
新
館
住
宅
地
で
主
訓
練

　
市
で
は
、
六
月
十
二
日
の
日
曜
日

に
「
県
民
防
災
の
日
」
と
合
せ
て
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
日
曜
日
に
お
け
る
今
後

の
大
規
模
地
震
災
害
の
発
生
に
備
え
、

防
災
関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
適
確
な
応
急
対
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
訓
練
を
通
じ

て
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　
ぞ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
昭
和
五
十
八
年
六
月
十
二
日
午

前
九
時
三
十
分
ご
ろ
、
宮
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
マ
ゲ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
が
発

生
」
と
の
災
害
想
定
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
訓
練
場
所
は
、
市
内
小
・
中
学
校

の
火
災
発
生
に
伴
う
消
火
訓
練
を
行

う
ほ
か
、
特
に
今
年
は
休
日
に
お
け

る
新
館
住
宅
地
を
重
点
と
し
て
住
民

の
避
難
訓
練
、
け
が
人
の
救
助
、
ハ

シ
ゴ
車
が
出
動
し
て
の
消
火
訓
練
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水

道
施
設
な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
防

災
訓
練
に
ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
昨
年
寿
山
団
地
で
行
わ
れ
た
救
出
訓
練
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収容地区名
白石地区中央部、北部

　〃　南部

　〃　南部
　〃　　南部、大平地区一円

　〃　西部

　〃　東部

　〃　西部

福岡地区一円

　ク

　地震か起き車．を運転して いると券

　地震と感じても急停車は避け、他の車に注意しながらゆ

っく群）と道路の左端によせるなどして止めましょう・ラジ

オで的確な情報を聞1など、避難の際は自動車を使わない

よう、また車から離れるときは、車のキーはそのままにし、

ドアにもロッケしな1、、ようにします。交通規制を行ってい

るときは、現場の警察官などの指示に従ってください。

　
　
庭
に
い
る
と
き

　
ど
ん
な
地
震
で
も
一
瞬
の
う
ち
に

建
物
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
て

E
て
戸
外
に
飛
び
だ
す
の
は
か
え
っ
て

危
険
を
と
も
な
い
ま
す
。

　
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄
せ
て
様
子

を
見
ま
し
よ
う
。

・
火
を
使
用
中
な
ら
…

　
台
所
、
風
呂
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

火
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
器
具

栓
か
元
栓
を
と
に
か
く
止
め
る
こ
と

　
・
一
階
に
い
た
ら
…

　
窓
や
戸
を
あ
け
、
逃
げ
道
を
つ
く

　
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

、
。
二
階
に
い
た
ら
…

　
木
造
家
屋
で
は
一
階
よ
り
も
二
階

の
ほ
う
が
割
合
安
全
で
す
。

　
注
宅
密
集
地
で
は
屋
恨
が
わ
ら
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
が
多
い
の
で

む
や
み
に
外
に
升
ひ
出
す
の
は
危
な

　
路
L
に
い
る
と
き

　
・
門
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
そ
ば
、
が

け
の
上
や
下
、
土
手
の
下
、
民
家
や

ビ
兀
の
そ
ば
か
ら
遠
ざ
か
り
広
い
場

所
に
出
て
落
ち
つ
い
て
行
動
し
で
、
、
、
・

だ
さ
い
。

　
持
っ
て
い
る
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
か

ば
ん
、
本
な
ど
を
と
り
あ
え
ず
頭
に

の
せ
て
、
看
板
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
装

用
タ
イ
ル
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
落
下
物

の
直
撃
を
避
け
ら
れ
ま
す
。
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指定避難場所一覧表

手旨定避i難跳易戸斤等名号番

校学卜’一第

第　　ニ　　ノj・　学　　†交

白石中学校
大平小学校
臼石高等学校
工業高等学校
女子高等学校

福岡小学校
福岡中学校

1
2
3
4

5
6
7
8
9

白石蔵王駅一日利用者数

口
口

C＝ム
￥＝＝8

轡
P特

し
　
じ

蟷
躍

　
昨
年
六
月
二
十
三
日
開
業
し
ま
し

た
東
北
新
幹
線
は
、
今
月
で
満
一
年

を
迎
え
ま
す
。

　
開
業
一
年
を
記
念
し
、
東
北
新
幹

線
白
石
蔵
王
駅
で
は
、
趣
向
を
こ
ら

し
た
記
念
行
事
や
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。　

今
月
号
で
は
、
白
石
蔵
王
駅
に
お

け
る
利
用
状
況
な
ど
合
せ
て
み
て
み

ま
し
ょ
う
o

漸
幹
線
白
石
蔵
王
駅

　
　
　
　
　
の
利
踊
状
況

　
昨
年
六
月
二
十
三
日
に
、
待
望
の

東
北
新
幹
線
が
開
業
し
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
ま
で
（
二
百
八
十
二
日

間
）
の
臼
石
蔵
王
駅
を
利
用
し
た
人

員
は
約
二
十
六
万
人
で
、
　
一
日
平

均
九
百
二
十
五
人
に
達
し
ま
し
た
。

　
自
石
蔵
王
駅
を
利
用
さ
れ
た
か
た

は
、
白
石
市
や
周
辺
の
角
田
・
丸
森

大
河
原
、
蔵
王
な
ど
の
方
や
東
京
方

面
か
ら
の
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
な

ど
が
多
く
、
特
に
、
今
年
の
冬
期
問

に
は
、
東
京
・
名
古
屋
方
面
か
ら
の

ス
キ
ー
客
が
、
新
幹
線
を
利
用
し
て

約
四
千
五
百
人
も
お
い
で
に
な
り
、

評
判
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
白
石
蔵
王
駅
で
は
、
今
年
も
、
春

の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、
冬
山
ス
キ
ー

な
ど
で
、
当
地
を
訪
れ
る
観
光
客
が

大
い
に
期
待
で
き
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
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97227，217ワ
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　　　　▲あおばくん、これからもがんばってね！

“
刷
年
記
”
念
行
』
事
へ
白
石
蔵
王
駅
」

　
白
石
蔵
王
駅
で
は
、
東
北
新
幹
線

が
昨
年
開
業
し
て
か
ら
満
一
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
乗
降
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
白
石
市
及
び
宮
城
蔵
王
山
麓
全

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

次
に
よ
り
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
六
月
十
九
日
（
日
）
に
は
、
国
鉄

体
験
入
社
と
し
て
、
市
内
の
白
石
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
小
学
校
児
童
を
体

験
入
社
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
二
十
三
日
（
木
）
に
は
一
日

駅
長
と
し
て
、
駅
長
委
嘱
な
ど
を
計

画
、
同
日
か
ら
二
十
六
日
に
は
、
こ

け
し
製
作
実
演
会
及
び
地
元
物
産
展

示
即
売
会
や
こ
け
し
娘
、
う
ー
め
ん

娘
に
よ
る
改
札
口
、
待
合
コ
ン
コ
ー

ス
に
お
い
て
乗
降
客
サ
ー
ビ
ス
と
白

石
の
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
を
行
い
ま
す
。
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ヒ

　
　
勲
五
等
端
宝
章

　
　
　
　
吉
見
ま
つ
よ
氏

11

兀
山
二
八
口
　
　
（
教
育
功
労
）

　
戦
前
か
ら
の
学
校
経
営
を
含
め
て

五
十
三
年
間
に
わ
た
り
女
子
職
業
教

育
に
貢
献
。
裁
縫
を
通
じ
て
の
技
能

と
教
養
の
人
材
育
成
に
寄
与
。
地
域

社
会
へ
の
資
質
向
上
に
指
導
的
役
割

を
果
た
し
た
業
績
が
認
め
ら
れ
叙
勲

に
輝
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
学
校
法
人
吉
見
学
園
理
事

泰
ρ

　
　
勲
五
等
端
宝
章

　
　
　
　
太
宰
辰
治
郎
氏

11

後
小
路
十
五
目
（
教
育
功
労
）

　
大
正
十
四
年
、
宮
城
師
範
学
校
と

卒
業
と
同
時
に
塩
釜
尋
常
高
等
小
学

校
に
勤
務
、
以
来
昭
和
三
十
七
年
自

石
市
立
福
岡
中
学
校
校
長
を
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
三
十
七
年
間
、
学
校
教

◎
　
㊥
　
人

長
と
し
て
「
明
る
く
清
く
直
や
か
に
」

の
校
訓
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
楽
し
く
学

び
、
針
］
筋
で
根
気
よ
く
な
ご
や
か

な
家
庭
的
愛
情
を
身
に
つ
け
、
伸
び

伸
び
と
各
自
の
個
性
を
生
か
す
き
め

こ
ま
や
か
な
指
導
で
優
秀
な
人
材
を

一
万
五
千
人
余
り
社
会
に
送
り
出
し

ま
し
た
。

　
県
各
種
学
校
協
会
理
事
と
し
て
、

地
方
私
学
振
興
に
寄
与
し
た
功
績
や

県
輸
出
協
会
の
理
事
の
要
職
な
ど
を

歴
任
。

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
「
た
だ
永

年
や
っ
て
き
た
だ
け
で
勲
章
が
い
た

だ
け
る
な
ん
て
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
」
と
ひ
か
え
め
に
喜
び
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

育
の
場
で
は
、
常
に
熱
血
感
あ
ふ
れ

る
教
育
愛
、
教
育
理
念
に
徹
し
、
特

に
次
代
を
背
負
う
青
少
年
教
育
に
情

熱
を
捧
げ
、
学
習
指
導
に
お
い
て
は
、

仙
南
に
太
宰
訓
導
あ
り
と
言
わ
れ
る

程
の
力
量
を
発
揮
し
、
ま
た
生
徒
指
導

に
お
い
て
は
、
体
位
の
向
上
は
学
習

意
欲
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

信
念
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を

と
り
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
奨

励
に
寄
与
し
、
県
下
の
教
育
界
に
及

ぼ
し
た
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、

々
、

ヂ

』な笥
　＿薯
　＿御ぐ

争今

　
　
勲
六
等
端
宝
章

　
　
　
　
　
　
村
上
義
男
氏

11

大
平
中
目
字
舘
前
一
四
七
1
1
（
統
計
）

　
昭
和
十
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

実
に
四
十
七
年
問
に
わ
た
っ
て
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
統
計
の
重
要
性
を

深
く
認
識
さ
れ
、
常
に
的
確
な
調
査

に
よ
り
職
責
を
全
う
さ
れ
た
功
績
は

誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
と
し
て
国
勢
調
査
は
、

九
回
に
携
わ
り
、
調
査
の
目
的
、
対

　
退
職
後
は
、
学
校
教
育
で
の
経
験

豊
か
な
指
導
者
と
し
て
の
手
腕
が
高

く
評
価
さ
れ
、
社
会
教
育
指
導
員
と

し
て
、
家
庭
教
育
学
習
を
始
め
、
婦

人
学
級
、
高
齢
者
学
級
等
の
各
種
学

級
の
開
設
、
指
導
に
あ
た
る
と
共
に

社
会
体
育
で
は
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
普
及
や
、
白
石
市
卓
球
協
会
の

設
立
等
に
尽
力
し
社
会
教
育
の
基
盤

を
作
り
あ
げ
、
現
在
も
社
会
教
育
の

指
導
者
と
し
て
、
教
育
界
は
も
ち
ろ

ん
地
域
住
民
か
ら
も
尊
敬
と
信
望
を

集
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癖
政
の
功
労
苦
を
縄
遇

象
、
範
囲
、
事
項
期
日
、
方
法
等
を
　
　
市
で
は
、
去
る
四
月
三
十
日
、
市

よ
く
理
解
さ
れ
、
正
確
か
つ
円
滑
に
　
役
所
に
お
い
て
、
「
特
別
職
の
職
に
あ

調
査
を
完
遂
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
　
っ
た
者
の
礼
遇
に
関
す
る
条
例
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
づ
き
該
当
す
る
方
ヤ
の
推
戴
式
を

れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
員
と
し
て
は
・
農
業
セ
ン
サ

行
い
ま
し
た
．
推
戴
式
で
は
、
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
市
長
よ
り
各
礼
遇
者
に
対
し
推
茜
、

ス
調
査
員
、
県
農
業
基
本
調
査
員
と
　
状
と
記
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
、
農
林
業
情
勢
を
調
査
票
に
反
　
　
礼
遇
者
と
は

映
さ
せ
る
な
ど
の
功
績
に
も
尽
力
。
　
一
、
市
長
の
職
に
あ
っ
た
者

　
二
十
三
年
間
に
亘
り
民
生
児
童
委
　
二
、
市
議
会
議
長
の
職
に
あ
っ
た
者

員
と
し
て
も
福
祉
に
貢
献
。
行
政
区
　
三
、
八
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に

長
と
し
て
市
と
の
ぺ
－
プ
役
な
ど
の
吋
鎚
賭
助
役
ま
た
奨
役

職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
っ
た
者

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
、
　
「
無
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
遇
の
範
囲

無
中
で
日
々
が
立
ち
ま
し
た
が
、
勲
　
　
市
の
主
催
す
る
重
要
な
式
典
に
ご

章
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
」

列
席
い
た
だ
く
こ
と
や
、
市
政
に
関

と
笑
美
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
　

す
る
重
要
な
刊
行
物
を
お
届
け
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

6

白石市礼遇者推戴名簿

　　　　　　58．4．30推戴

当
項

該
条

戸斤住名氏戴
号

推
番

2保　科　善　久
白石市斎川字御案内屋敷2

21

3佐藤徳三白石市字調練場46
22

9
」宍戸敏雄日石市字白石沖887

23

り
O

成　澤　庄　介
白石市斎川字道満48

24

q
O

制野正光白石市越河五賀字宮下14
25

3長澤　 博
自石市郡山字寿山3－17

26

ら
D半澤正三白石市福岡蔵本字原田54

27

〈国保シリーズ①＞

じようずなお医者

さんのかかり方

◇
医
療
費
は
節
約
で
き
る
か

　
医
療
費
が
ふ
え
つ
づ
け
、
そ
れ
に

つ
れ
て
保
険
税
も
値
上
が
り
を
つ
づ

け
た
の
で
は
、
こ
れ
を
負
担
す
る
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
な
こ
と

で
す
。

　
な
ん
と
か
し
て
、
す
こ
し
で
も
医

療
費
を
節
約
す
る
方
法
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
医
療
費
は
節
約
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

“
病
気
に
な
れ
ば
放
っ
て
お
け
な
い

か
ら
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
だ
け
。

医
療
費
の
節
約
は
で
、
き
な
P
と
考

え
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。　

た
し
か
に
そ
う
い
う
一
面
は
あ
り

ま
す
。
病
気
に
な
れ
ば
お
医
者
さ
ん

ま
か
せ
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
か
し
、
医
療
費
は
、
み
な

さ
ん
の
心
構
え
や
考
え
方
に
関
係
す

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　
　
　
お
忘
れ
な
く

兜
童
予
当
聯
ぐ
溝
届
の
提
一
織

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
終
丁
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
子
ど

も
三
人
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方
に

．
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
要

件
該
当
者
で
あ
っ
て
も
手
続
き
を
し

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
〈
現
況
届
の
提
出
〉

　
児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給
さ

れ
る
た
め
に
、
毎
年
｝
回
現
況
届
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
各
地
区
に

お
い
て
受
付
け
い
た
し
ま
す
。
こ
の

現
況
届
を
出
さ
な
い
場
合
、
次
の
支

払
分
よ
り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な

・
、
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

通
知
い
た
し
ま
す
）
。

　
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二

月
の
三
回
に
分
け
て
、
前
四
ヵ
月
分

を
ま
と
め
て
銀
行
振
込
み
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
！
・
わ
し
く
は
、
市
民
課
〔
内
線
一

三
一
）
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
　
②
印
鑑

　
③
加
入
し
て
い
る
年
金
手
帳

①
預
金
通
帳
（
受
給
者
名
儀
の
も

　
　
の
）

　『f・二』
一」

ズ恐

場所

越　河
公民館

斎　川
公民館

大　平
公民館

大晦沢
公民館

白　川
公民館

小　原
公民館

福　岡
公民館

王
校

蔵
分

市役所
ロビー

』
罫
℃
・
、
』
．
、
、
r
鰯
　
鞍
め
藍
［
吐
御
牙
コ
㌦
い

ー
マ
ハ
．
　
、
f
窄

　
　
　
　
水
を
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

表●
！時問

程

月日

9＝00～15；006月16日

●日

行政区

全　区

地区名

ヱ一抑越

9：00～15：006月17日〃斎　llI

9：00～15：006月20日

9：00～15：006月21日

大平

大鷹沢

9：00～15二〇〇6月22日ケ白　III

9：00～15；OO6月23日原
ノ1

9：00～15：006月24日
不
、

、
上
区

王
滝
全

蔵
、
く

・
子
除

住
原
を

二
川
下

10：00～14：006月28日

9：00～15：006月29日

市役所
ロビー9：00～15：006月30日

三住・蔵王、不忘
川原子
滝上、滝下、南町，

田町、本町、中町、

長町、亘理町、短
ケ町、新町、西益岡、

中益岡、東益岡
清水小路、寿町、
担口田丁、　木看耶1　、　本

郷2、本郷3、本
郷4、獲巣、上郡
山、郡山、小下倉

福　岡

岡
石

一

福
臼

1水）

　
＼
覧
，
ノ
／

、
無
璽

．
駕
騒
v
・

　
、
〆
　
　
　
＼
、

（』趨）

　＼、 ヨ　　’　〆

澗）
　＼、昌＿バノ

日㊧月蝦臼’一11環境週間

一人ひとりのマナーで

　　騒音防止を！！

　　　　　・／、＼＼　　　　　．4／－　＼＼
　　　／ラ／碗＼＼、

　　　　　　　　（　　　　　　　　ペメ／
　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　・＼』）

　
最
近
増
え
て
い
る
ク
ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
等
に
よ
る
近
隣
騒

音
問
題
ー
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
か
ら
み
あ
っ
て
複
雑
で

す
。
問
題
が
生
じ
た
ら
ー
▼
近
所
か
ら
の
気
に
な
る
音
が

あ
る
場
合
に
は
、
相
手
に
隠
や
か
に
話
し
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
▼
こ
の
よ
う
な
話
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
ら
、
謙
虚
に
よ
く

話
を
聞
い
て
み
て
、
相
手
の
立
場
を
考
え
ま
し
ょ
う
▼
ピ
ア

ノ
や
ク
ー
ラ
ー
な
ど
機
器
の
騒
音
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ

販
売
業
者
や
設
置
業
者
に
防
音
対
策
を
相
談
し
ま
し
ょ
う
▼

町
内
会
や
自
治
会
等
で
話
し
合
い
や
対
策
を
提
案
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
と
よ
い
知
恵
も
生
ま

れ
、
ま
た
、
隠
や
か
な
話
し
合
い
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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．
『
毒
避
疑
黛
賑
壁
儲
婁
慰
量

心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禰

’

　
　
5
3
一

　
　
　
　
　
　
螺
黛

　
　
　
　
　
画
　
昌
　
p
■
　
塗

　
自
石
地
区
の
こ
と
し
の
交
通
事
故

死
亡
者
は
、
五
名
と
な
り
、
昨
年
一

年
間
の
交
通
事
故
の
死
亡
者
と
同
数

に
達
し
、
な
お
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
今
年
の
死
亡
事
故
は
、

O
酒
酔
運
転
事
故
が
二
件
、
三
名
死

　
亡

O
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
一
件
二

　
名
死
亡

で
、
い
わ
ゆ
る
交
通
三
悪
の
違
反
が

原
因
で
す
。

歩ピ　階曽
一　　　一一・　　　毒
汎義翁全島会

、、，蟹艶、

民による呼びかけ

次
の
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
酒
飲
み
、
無
免
許
運
転
は
絶
対
に

　
し
な
い
、
さ
せ
ま
せ
ん
。

◇
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
越

　
し
な
ど
の
無
謀
運
転
は
、
み
ん
な

　
の
力
で
な
く
し
ま
す
。

◇
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
い
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け

　
○
車
は
安
全
運
転
を

　
○
歩
行
者
、
自
転
車
は
正
し
い

　
　
歩
行
・
正
し
い
乗
り
方
を
守
り

　
　
ま
す
。

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

　
心
ず
着
用
し
ま
す
。

◇
お
年
寄
り
や
将
来
を
担
う
子
供
を

　
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
思
い
や

　
り
運
転
に
努
め
ま
す
。

◇
家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
全
て
の

　
場
に
お
い
て
、
交
通
安
全
思
想
の

　
普
及
高
揚
に
努
め
ま
す
。

住
み
よ
い
　
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
五
月
十
五
日
、
・

白
石
第
一
小
学
校
に
お
い
て
「
交
通

死
亡
事
故
抑
止
非
常
事
態
」
宣
言
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

．
鰻
蚕

　
　
　
　
　
　
　
逢
常

　
　
　
　
　
　
　
交
』
己

繧螺マ

▲市長等を先頭にパレード

曲
豆
か
な
心
を
六
月
て
よ
ラ

省
l
l
｛
耀
週
量
眉
習
審
薗
』
凋
櫻
翌

　
』
賊
匙
、
　
匙
転
亀
　
医
、
戴
蔑
飯
、
」
陸

　
小
学
生
の
こ
ろ
は
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
子
供
が
、
中

学
、
高
校
と
進
む
に
つ
れ
て
、
だ
ん

だ
ん
参
加
し
な
く
な
る
ー
そ
の
背

景
の
一
つ
に
は
大
学
進
学
へ
の
過
熱

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
先
ご
ろ
発
表
に
な
っ
た
「
教
育
に

関
す
る
世
論
調
査
」
（
総
理
府
広
報

室
）
で
、
大
学
進
学
や
勉
強
に
対
す

る
意
識
を
見
て
み
ま
し
よ
う
。

　
男
の
子
に
ど
こ
ま
で
の
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
約
半
数
の
親
は
”
大
学
ま
で
”
と

答
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
子
供
を
持

つ
親
の
約
三
分
の
一
は
”
子
供
を
学

習
塾
に
通
わ
せ
た
り
、
家
庭
教
師
を

付
け
て
い
る
〃
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
学
校
で
の
勉
強
以
外
に
、

塾
な
ど
に
時
間
を
割
い
て
い
る
ー

つ
ま
り
、
学
校
が
終
わ
っ
て
も
塾
な
ど

で
勉
強
す
る
時
間
が
増
え
て
い
る
た

め
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
時
間

力
た
ん
だ
ん
と
滅
っ
て
い
る
よ
う
て

す
。　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
遊
び
仲
間
が

小
集
団
化
し
、
身
近
な
友
達
や
親
な

ど
と
し
か
付
き
合
わ
な
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
大
切
に
な
っ
て
く

る
の
が
親
の
地
域
活
動
に
対
す
る
適

地域活動への参加

黙隣人と仲良く”が

参加への第一歩

切
な
理
解
・
評
価
、
そ
し
て
、
子
供

た
ち
が
進
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
が
地
域
社
会
の
活
動
へ
参
加
し

た
り
、
参
加
し
た
い
と
思
っ
で
、
い
る

と
き
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し

見
守
っ
で
、
や
り
ま
し
ょ
う
。

▽
地
域
活
動
の
最
小
単
位
は
“
隣
人
”

で
す
…
ま
す
、
親
か
隣
へ
と
の
付
き

合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
子
供

は
、
親
の
態
度
を
見
て
育
ち
ま
す
。

隣
人
と
仲
良
く
で
き
る
こ
と
が
地
域

社
会
へ
の
参
加
の
第
一
歩
で
す
。

▽
親
が
地
域
活
動
へ
の
関
心
を
持
と

う
…
地
域
活
動
を
知
る
た
め
に
は
、

ま
ず
親
が
興
味
を
持
つ
こ
と
か
大
切

で
す
。
親
が
適
切
な
判
断
を
下
す
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
活
動
に
興
味
を
持
ち

参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
長
い

目
で
見
守
ろ
う
…
子
供
が
自
主
的
に

地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
場
合
は
、

親
は
長
い
目
と
温
か
い
心
で
見
守
り

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、
社
会
参
加
の

原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
0
　
　
　
6

”
豊
か
な
心
”
を
育
て
る
た
め
の
ひ

と
つ
の
土
壌
　
　
そ
、
れ
が
地
域
社
会

へ
の
参
加
で
す
。
学
校
で
は
味
わ
え

な
い
体
験
な
ど
を
通
し
f
、
、
地
威
社

会
の
活
動
は
き
っ
と
子
供
の
心
に
、

”
豊
か
さ
”
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で

し
よ
う
。

》
「
璽
黛

8

「
道
路
運
送
車
両
法
」
の
改
正

塗
検
期
問
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
七
月
一
日
か
ら
自
動
車
の
〃
健
康

診
断
”
と
も
い
え
る
車
検
の
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
定
期

点
検
の
点
検
項
目
が
簡
素
化
さ
れ
、

特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定
期
点
検

は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置
に
つ
い

て
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持
つ
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
更
は
「
道
路
運
送
車

両
法
」
の
改
正
に
伴
う
関
係
省
令
の

改
正
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
、
特
に
ユ
ー
ザ
ー
自
身

で
で
き
る
点
検
方
法
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

羅
轟
器
　

　
自
家
用
乗
用
車
の
新
車
初
回
の
車

検
有
効
期
問
が
、
い
ま
ま
で
の
二
年

か
ら
三
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
適
用

さ
れ
る
の
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
一

日
以
後
に
新
車
と
し
て
購
入
し
た
自

家
用
乗
用
車
で
す
。

　
従
来
、
自
家
用
乗
用
車
の
車
検
は

二
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

新
車
に
限
り
最
初
が
三
年
目
に
、
次

か
ら
は
二
年
お
き
に
車
検
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
初

回
の
六
か
月
点
検
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

術
進
歩
の
お
か
げ
で
、

な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
自
動
車
の
点
検
項
目
を
簡
素
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定

期
点
検
は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置

に
関
す
る
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持

っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
、
自

分
で
で
き
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

自
動
車
の
装
置
や
部
品
な
ど
は
技

　
　
　
　
　
　
　
　
耐
久
性
は
か

“・ロぞ・

酋
六
か
月
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ホ
イ
ン
ト
繭

六
か
月
点
検
の
標
準
的
な
点
検
方
法
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

”
一
か
じ
取
り
装
置
一

一
▼
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
装
置
…

”
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ベ
ル
ト

…
の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、
た

”
わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま
す
。

”
ま
た
、
同
時
に
ベ
ル
ト
に
傷
や
ヒ
ビ

”
割
れ
が
な
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

…
閣
制
動
装
置
－

…
▼
ブ
レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル
…
ブ
レ
ー
キ
・

…
ペ
ダ
ル
を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で

”
押
し
、
遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点

”
検
。
ま
た
、
ペ
ダ
ル
を
強
く
踏
み
込

“
ん
で
床
板
と
の
す
き
間
も
ス
ケ
ー
ル

…
で
点
検
し
ま
す
。

…
▼
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合
…
低
速
走

一
行
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
十
分

n
で
あ
る
か
、
ブ
レ
ー
キ
が
片
ぎ
き
し

”
な
い
か
点
検
し
ま
す
。

…
▼
駐
車
ブ
レ
ー
キ
・
レ
バ
ー
の
引
き

…
し
ろ
…
ブ
レ
ー
キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ

n
ぱ
い
に
戻
し
た
状
態
か
ら
、
静
か
に

”
レ
バ
ー
を
引
き
、
「
カ
チ
カ
チ
」
音
を

“
数
え
て
引
き
し
ろ
を
点
検
し
ま
す
。

”
ま
た
、
レ
バ
ー
が
完
全
に
ロ
ッ
ク
す

…
る
か
も
点
検
し
ま
す
。

…
▼
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
・
ー
ス
、
パ
イ
プ
の

“
漏
れ
、
損
傷
な
ど
…
ハ
ン
ド
ル
を
い

一
っ
ぱ
い
に
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ロ
ン

“
ト
・
ブ
レ
ー
キ
の
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
ー

…
ス
に
傷
、
ひ
び
割
れ
、
ふ
く
ら
み
な

…
ど
が
な
い
か
を
見
た
り
、
手
で
触
れ

…
て
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ス
が

一
車
体
な
ど
に
接
触
し
て
い
な
い
か
、

”
ホ
ー
ス
の
接
続
部
か
ら
液
漏
れ
が
な

”
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

▼
リ
ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
…
ブ
レ
ー
キ

液
の
量
が
十
分
か
点
検
し
ま
ず
。
ま

た
、
タ
ン
ク
周
辺
か
ら
液
漏
れ
が
な

い
か
を
点
検
し
ま
す
。

一
走
行
装
置
一

▼
タ
イ
ヤ
…
①
）
タ
イ
ヤ
・
ゲ
ー
ジ
を

使
っ
て
、
空
気
圧
が
規
定
値
ど
お
り

あ
る
か
②
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
の
全
周

と
両
側
面
に
亀
裂
や
損
傷
が
な
い
か

③
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
が
丁
六
ミ

リ
以
上
（
タ
イ
ヤ
接
地
面
の
摩
耗
限

度
表
示
に
よ
り
点
検
）
あ
る
か
、
ま

た
タ
イ
ヤ
の
全
周
に
片
減
り
や
局
部

摩
耗
な
ど
異
状
な
摩
耗
が
な
い
か

④
タ
で
ヤ
の
接
地
面
と
両
側
面
に
ク

ギ
や
異
物
が
さ
さ
っ
て
い
た
り
、
石

な
ど
が
か
み
込
ん
で
い
な
い
か
を
点

検
し
ま
す
。

一
動
力
伝
達
装
置
ロ

▼
ク
ラ
ッ
チ
…
ク
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で
押
し
、

遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
次
に
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
駐
車
ブ
レ
ー

キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ
は
い
に
引
き
ま

す
。
ク
ラ
ッ
チ
を
切
り
、
変
速
ギ
ア

を
第
一
速
に
入
れ
た
後
、
ペ
ダ
ル
を

徐
々
に
離
し
、
ク
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

が
つ
な
が
る
直
前
の
状
態
（
エ
ン
ジ

ン
音
が
変
わ
っ
た
り
、
振
動
が
起
こ

る
）
で
ペ
ダ
ル
と
床
板
と
の
す
き
間

が
規
定
の
範
囲
に
あ
る
か
点
検
し
ま

す
。一

電
気
装
置
一

▼
バ
ッ
テ
リ
ー
…
バ
ッ
テ
リ
ー
の
液

量
が
上
限
・
下
限
線
の
間
に
あ
る
か

点
検
し
ま
す
。

－
原
動
機
一

▼
潤
滑
装
置
…
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ

せ
、
油
量
が
オ
イ
ル
・
レ
ベ
ル
・
ゲ

ー
ジ
目
盛
り
の
上
限
・
下
限
線
の
間

に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
、
オ
f
ル
の
汚
れ
具
合
も
点

検
し
ま
す
。
　
（
点
検
は
平
ら
な
場
所

ノし

担
汀
p
フ
）
o

▼
冷
却
装
置
…
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
．
リ

ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
の
冷
却
水
量
が
上

限
・
下
限
線
の
問
に
あ
る
か
点
検
し

ま
す
。

▼
フ
ァ
ン
・
ベ
ル
ト
・
：
フ
ァ
ン
・
ベ

ル
ト
の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、

た
わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
ま
た
、
ベ
ル
ト
に
傷
や
ひ
び
割

れ
が
な
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

閣
灯
火
装
置
、
万
向
指
示
器
等
－

▼
前
照
灯
（
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
）
…
明

る
さ
は
適
当
か
、
照
射
方
向
が
狂
っ

て
い
な
い
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、

レ
ン
ズ
に
破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い

か
を
点
検
し
ま
す
。

▼
車
幅
灯
、
制
動
灯
等
の
各
ラ
ン
プ

…
車
幅
灯
、
尾
灯
、
制
動
灯
、
後
退

灯
、
番
号
灯
な
ど
を
作
動
さ
せ
、
各

ラ
ン
プ
が
正
し
く
点
灯
や
点
滅
す
る

か
を
点
検
し
ま
す
。
レ
ン
ズ
に
変
色
、

破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
も
点
検

し
ま
す
。

▼
方
向
指
示
器
…
方
向
指
示
器
を
左

右
に
作
動
さ
せ
、
毎
分
六
十
ー
百
二

十
回
の
一
定
の
周
期
で
点
滅
す
る
か

を
点
検
し
ま
す
。
レ
ン
ズ
に
変
色
、

破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
も
点
検

し
ま
す
。
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第2尉鄭全日本こけしコンクール

　5月3日～7日盛況でした

［カメ・ラの目

キ
ボ
コ
の
大
祭
典
　
　
　
導
籔
噛

第
二
十
五
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
　
　
岬
　
コ

．
－
告
秀
五
月
三
日
客
七
際
難
諾

わ
れ
、
盛
況
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
凄
　
脇

初
日
の
三
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
前
　
説
愚
　
．
ー
．

に
昏
フ
・
禽
頁
書
が
睡
懸
　
■

会
場
前
に
集
り
、
午
前
九
時
の
花
火
　
”
㍉
丘
＝
・

　
’
　
桝

を
合
図
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
　
　
乳
　
　

る
と
・
予
約
席
会
場
や
即
売
コ
ー
ナ
　
　
齋
　
　
メ
・

－
め
が
け
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
菟
錠
“

初
日
に
は
、
約
五
万
人
が
訪
れ
、

＼、へ1“雛

躍』

　　　’サ

　　　　　　　　 ．b二

　　　｝　一賢1
　　　　ボ　ヒド
羅で・

な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
一
万
本
用
　
　
　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
あ
わ
　
　
▽
運
輸
大
臣
賞
”
新
山
福
雄
　
　
　
　
▽
宮
城
県
知
事
賞
1
1
新
山
久
志

意
し
た
こ
け
し
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
　
せ
て
一
千
八
十
六
点
が
出
・
兇
八
十
　
　
▽
文
部
大
臣
奨
励
賞
”
渡
辺
雄
二
　
　
▽
　
　
〃
　
　
　
“
柴
田
栄
子

も
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。
　
四
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
▽
中
小
企
業
庁
長
官
賞
⊥
局
橋
と
し
子
　
　
▽
　
　
〃
　
　
　
h
新
山
学

第
六
何
乾
め
ん
ま
つ
り
も
同
時
に
　
　
市
内
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
　
　
▽
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞
　
　
▽
仙
台
市
長
賞
1
1
最
上
稔

開
催
さ
れ
、
う
ー
め
ん
の
ゆ
で
か
た
　
　
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
加
賀
沼
光
彦

コ
ー
ナ
ー
や
つ
か
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
市
内
児
童
の
作
品
展
示

〈
乾
め
ん
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
く
講
評
は
審
査
員
代
表
の
麻
生
直
哉
氏

麗
騨
麟
二
、
、
蝉

　
1

　
鍾
ロ

　
．
鷺

　
騨

4

毒
‘

．
、
、
式
　
W
－

・
。
一
披

　
ク
ー
宰

ド
コ

　
し
　
・
け
マ

　
㌧
㌧
　
－

　
日
届
、

　
全
　
回
町

　し

㌔プ

ノ’



　
　
　
　
　
　
　
　
◇
最
近
は
、
日
付
が
入
っ
た
パ
ッ
ク
　
　
と
を
表
す
旺
そ
れ
が
「
J
A
S
」
　
　
蜘

　
冷
豆
腐
の
　
　
　
　
　
入
れ
の
豆
腐
が
あ
り
享
の
で
・
　
下
ク
宴
・
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
お
い
し
い
季
節
　
　
お
四
目
ハ
い
播
の
き
、
に
留
意
す
る
　
で
す
竃
か
ん
詰
、
ハ
ム
．
ソ
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
賢
明
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
セ
ー
ジ
、
即
席
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
　
　
言

今
年
も
冷
豆
腐
の
お
い
し
い
季
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
観
だ
け
で
は
品
質
や
内
容
が
分
か

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
確
か
な
品
質
　
　
　
　
　
り
に
く
い
加
工
食
品
も
、
・
J
A
S
」

豆
腐
は
、
栄
養
素
か
ら
み
る
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
安
心
し
て

諜
ー
重
・
」
A
ラ
ー
愈
ー
盈
旗
一

そ
こ
で
　
日
常
食
べ
る
機
会
の
多

・
、
．
薦
に
緩
の
三
慧
「
ズ
薦
窟
し
零

、
㌧
醸
繰

、

、
鴎
自
億
－
　
　

…

－
i
…

ー
，

外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
華
風
酢
の
も
の
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
【
材
豊
（
五
人
分
）
　
　
②
卵
は
塩
少
々
と
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付

モ

　
　
　
　
　
　
猷
勲
　
き
ゅ
う
り
三
杢
卵
二
個
人
参
け
し
て
薄
や
き
を
作
り
三
㎝
長
さ
活

温
伏
灘
辮
柱
④
③
難
叩
欝
総

　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
さ
じ
一
杯
半
。
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
ハ
ム
四
枚
も
線
切
り
に
し
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
か
ら
⑤
ま
で
の
材
料
を
色
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
①
き
ゅ
う
り
は
三
㎝
位
の
長
さ
に
線
　
　
よ
く
盛
り
、
合
せ
酢
を
か
け
て
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
り
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
に
い
た
だ
き
ま
す
。

消
費
者

か
し
こ
い

　
ッ
ク
か
ら
外
し
て
、
容
器
に
水
を

　
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
か
ら
冷
蔵
庫
に

　
入
れ
ま
す
。

◇
水
を
使
用
す
る
場
合
は
、
特
に
減

　
菌
さ
れ
て
い
る
水
道
を
使
用
し
た

　
い
も
の
で
す
。

◇
最
近
は
、
日
付
が
入
っ
た
パ
ッ
ク

　
入
れ
の
豆
腐
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
お
買
い
求
め
の
き
い
に
留
意
す
る

　
こ
と
が
賢
明
で
す
。

　
〈
安
心
し
て
買
え
る

　
　
　
　
　
「
J
A
S
」
商
品
〉

　
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
は
、
お
買
い

物
の
目
安
　
　
。

　
食
品
な
ど
の
「
品
質
」
と
品
質
の

「
表
示
」
に
つ
い
て
、
厳
正
な
検
査

を
受
け
て
合
格
し
た
商
品
で
あ
る
こ

と
を
表
す
印
、
そ
れ
が
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
か
ん
詰
、
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
即
席
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、

外
観
だ
け
で
は
品
質
や
内
容
が
分
か

り
に
く
い
加
工
食
品
も
、
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
安
心
し
て

お
買
い
求
め
に
、
な
れ
ま
す
。

調査日：昭和58年5月1日　白石市

晶　　名

1．砂 糖

銘柄　規格

上臼糖　　1kg

1：美隷1締論調
4．小　麦　粉

ン食5
6．マーガリン

7．牛 乳

タ8

薄力粉　　1kg
並　　食　　1片
ソ　フ　ト　　225g

紙容器入り　1，00〔眈，

9．

10．

雲イツ導皇・枚（2・・組）紙箱入り

フ　　ッ　フ　幅3㏄m長さ20m（一巻）

　　　　　カルトン入り　225g

ll。　プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガソリン

又
土車71 油

18，A　重　油

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コー，レ　ド　（シ　ョー　トカ　ノ

ト及びセノト含む）
（店頭価格　　　18の
〔酉己〕垂粋D入、コ…亀　　　　18ε）

1　召　現　金
1　召　現　金
1　4　現　金

最高値
258

525

578

220

150

215

260

405

158

849臼
5，200

450

1，500

6，000

1，600

16ワ0
162

123

90

最低値
240

418

500

168

140

163

188

375

145

130

4，800

400

1，300

4，500

1，512
1，51つ

155

110

83

平均値
252

450

つ
∪45

195

141

193

224

389

153

212

4，993

431

1，412

5，150

1．570
1．591

138

99

87

鵬平均緬格

254

450

578

220

150

215

260

405

158

248

5，200

450

1，500

6，300

1，700
1，700

165

123

93

対前月価格比

△0．8

△6．1

△11．3

△6．0

△10．2

△13．8

△4．0

△3．2

△14．5

△4．0

△1．0

△5、9

△18．3

△　7．6
△　6．4

△16．4

△19．5

40．9

備 考

上昇品目：なし

下降品目：砂糖、天ぷ

り油、小麦粉、食パン、

マーガリン、牛乳、バ

ター、ティッシュペー

ノ湿一、　ラップ、プロパ

ンガス、カレーライス、

理髪料、パーマネント
料、吏丁ギ由、レギュラー

ガソリン、軽油、A重

油

横ばい品目：しよう油

13

　　　　　　　　　　　酵ご

　　　　　ひと休み運動

　　　　　　　　　○一春の交通安全運動

　今年の「春の交通安全運動」は、5月11日から20日

までの10日間行われました。安全運動の初日の11日、

南の玄関口越河県境で、地区安全協会白石支部と同越

河支部並びに市交通安全母の会主催による「ひと休み

運動」が行われました。

　ドライバーには、こけし付きキーホルダーや乳酸飲

料を会員たちの手により配を）ました。大型トラックな

どの長距離ドライバーにこ飲み物遭・1ばり、疲れをい

やして安全運動につとめてもらお・うとするのがねらい。

　　　　　　　　　　　　○。　　　　“レ“

　ケデ　じもコキ　ヘマ　ロ　　　　　　　　トアロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

’罫嵐」ず☆ぐ摘，唆ξ・．、

　　　初めての田植えかな

　　　　　　　　　　○一白石第一小学校

　5月14日・市内郡山にある学習田で白石第一小学校

（遠藤善高・校長）の5年生207人が田植えをしまし

た。農業の基本は稲作にありで、その体験も初めての

子がほとんど、「勤労の貴さ」、「働く喜びを味わおう」

とモチ米の苗を植え付けしました。水田3アールを借

4）ての米作りは5年になり、ショートパンッ姿にはだ

しの児童たちは、顔中泥だらけになりながら大騒ぎし

ていました。秋には稲刈り、収穫したモチ米で、収穫

感謝の「全校モチつき大会」を行うのが楽しみとか。

わだい

　　　　’儀疹㌧　・，．t

伝統校同志が熱戦

　　　　　　○一第21回白角定期戦

　自石高校（和泉常夫校長、生徒数640人）と角田高（手

塚孝校長、同54〔）入）の第21回の定期戦が5月21日白石高

校を会場に熱戦が繰り広げられ、声援がこだましました。

　両校とも80余年の歴史を誇る伝統校同志で、両校応

援合戦も・・チ巻き姿や大きなメガホンを使ったり会場

周辺は、一日中熱気に包まれました。今年は9種目の

総含成績を白石高校が7対2の大差で角田高に圧勝し、

昭和38年からの成積は、10勝1（1敗1引き分けの五分と

なりました。

　　尋、　　　　　　夕

　　　　　　　章、

　　　　　　／“

　　　　　　　　てノ

’一”　　　　　臨

嵐」レ
　　　褥　　　　■
　　、、跨

　　　　　　　ヤ

　　　　　　　　ソ

春蚕の掃きたて

　　　　　　　　　　　　　○一白川内親

　県内養蚕地帯のトップを切って、白石市臼川内親で、

18日春蚕の掃立が昨年より2日早く始まりました。今

年は、早春より天候に恵まれ桑の成育が極めて順調で

養蚕農家の表情は明るい。18日掃き立てしたのは、内

親養蚕組合（遠藤行雄組合長、32名）で稚蚕共同飼育セ

ンターでは、農家の主婦たちがフ化したばかりの体長

2mmの稚蚕に細かく刻んだ桑を振りかけ食い初めきせ

た。掃きたてた425箱（1箱2万粒）は1週間後に各農

家に配蚕され6月中旬ごろ繭となって初出荷されます。
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飾

　
　
　
　
　
愈

場民

　
地
場
産
業
の
白
石
和
紙
を
素
材
に
二
十
五
年
間
余
り
、
紙
子
の
特

徴
を
生
か
し
た
加
工
品
作
り
に
励
む
佐
藤
渉
さ
ん
（
北
無
双
作
二
九

－
二
）
1
1
。

　
紙
子
工
房
を
営
む
佐
藤
さ
ん
は
、
父
忠
太
郎
氏
の
後
を
継
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
さ
ん
の
文
子
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漣
　
ん
と
藷
に
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
く
仕
事
に
携
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
十
五
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
へ

Y
暮選

驚
’r

φ

、

レづ

乱
な
り
ま
す
。
お
二

人
の
分
担
俺
業
に

お
け
る
紙
子
の
染

色
か
ら
拓
本
摺
り

ま
で
の
工
程
で
は
、

紙
子
の
良
さ
を
生

か
し
た
創
意
工
夫

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
製
品
づ
く
り
に

は
、
時
間
を
相
当

費
す
た
め
㌦
二
人

白
石
紙
子
工
房

佐
藤
　
渉
さ
ん

三
脚
”
精
魂
を
込
め
た
手
作
業
を
し

て
い
ま
す
。

　
完
成
品
に
は
、
名
刺
入
れ
、
財
布
、

ハ
ン
ド
バ
ッ
ケ
、
紙
子
羽
織
、
帯
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
素
材
の
和
紙
は
、
地
元
遠
藤
忠
雄

さ
ん
の
紙
子
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
紙
子
拓
本
の
方
法
は
、
原
紙
で
あ

る
和
紙
の
両
面
に
紙
質
を
強
く
す
る

コ
ン
ニ
ャ
ヶ
を
布
に
ひ
た
し
て
ぬ
り
、

波
う
っ
て
い
る
紙
面
を
な
く
す
た
め

円
筒
形
の
棒
に
七
、
八
時
間
巻
き
付

け
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
．
．

　
染
ん
巴
は
、
伸
早
L
不
染
め
　
↑
、
る
み
、

よ
も
ぎ
、
き
は
だ
、
浜
な
す
、
蘇
芳

の
五
種
類
．
）
を
行
い
、
長
時
間
の
作

業
だ
け
に
満
足
い
ー
色
が
出
た
時
は
、

「
本
当
に
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
模
様
づ
け
は
、
凸
肛
耗
式
の
版
木

を
用
い
、
タ
ン
ポ
の
墨
つ
け
に
は
、

「
熟
練
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
、
模

様
の
立
体
感
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
の
よ
う

で
す
。

　
遠
方
よ
り
訪
れ
る
来
客
に
も
丁
寧

に
応
対
す
る
ご
両
人
の
姿
を
見
て
、

呼
吸
も
ぴ
っ
た
り
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
江
戸
時
代
、
寺
は
ど
の
村
に
も

瞬
　
一
か
寺
以
上
あ
っ
た
。
幕
府
は
村

　
の
住
民
に
必
ず
村
内
の
寺
に
r
家

況
と
し
て
登
録
さ
せ
た
、
二
れ
は
切

　
支
丹
禁
制
を
励
行
す
る
た
め
で
あ

一
る
。
内
石
市
内
で
も
大
平
坂
谷
地

碍
区
だ
け
例
外
で
あ
と
は
全
付
に
あ

　
っ
た
・
ど
の
寺
で
も
寺
の
あ
る
場

㌦
所
は
そ
れ
ら
し
い
地
名
が
つ
い
て

　
い
る
。
寺
（
越
河

　
　
い
ち
ピ
ヲ
コ
マ
つ
　
ビ

仙
の
定
光
寺
）
、
威
徳

寺
前
（
森
合
の
威

徳
寺
）
な
ど
は
そ

の
も
の
ず
ば
り
の

地
名
で
あ
る
。
ま

た
寺
下
（
津
田
の

観
音
寺
）
、
寺
前
（
深

　
　
ら
り
ぎ
ア
ひ
ロ
し

谷
の
礼
讃
寺
）
な

ど
も
寺
の
あ
る
地

域
を
さ
す
地
名
。

二
の
外
、
現
在
は

廃
寺
に
な
っ
て
い

て
も
、

地名アレコレ

　
　
　
　
か
つ
て
寺
の
あ
っ
た
場
所

　
は
そ
れ
ら
し
い
地
名
が
残
っ
て
い

　
る
の
で
推
定
で
き
る
。
斎
川
の
坊

　
の
λ
〔
高
福
寺
）
、
小
下
倉
の
高
松

　
　
　
㌧
か
ま
）
ぢ
ん
し

　
山
（
高
桧
山
寺
）
、
鹿
子
の
堂
前
（
長

　
源
寺
）
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
鷹
巣
の
観
福
寺
の
現
在
地
は
入
道

　
前
で
あ
る
。
た
管
は
ん
塾
で
寺
の

　
門
前
の
こ
と
だ
が
、
昔
は
い
ま
よ

・
り
東
の
天
り
こ
ん
だ
寺
入
屋
敷
に

あ
っ
た
ら
し
い
。
安
永
風
土
記
に

こ
二
を
寺
屋
敷
と
し
て
あ
る
か
ら

寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

有
名
な
三
沢
の
孝
子
堂
の
東
の
あ

た
り
に
和
尚
堂
と
い
う
地
域
が
あ

る
．
叫
、
三
沢
と
大
町
両
方
に
分
れ
て

い
る
が
、
も
と
は
一
つ
だ
っ
た
。

こ
こ
に
幕
末
の
二
ろ
ま
で
円
福
寺

と
い
う
真
言
宗
の
寺
が
あ
っ
た
．
．

　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
る
と
戦
國
時
代
に

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
う
ぜ
ん
　
し

⑳

寺と地名、その2（旧村落内

栄
え
た
陽
善
寺
と

い
う
寺
の
跡
ら
し

い
。
今
は
当
時
の

円
福
寺
の
お
堂
の

一
部
と
し
て
阿
傑

原
地
蔵
堂
が
残
っ

て
い
る
に
過
ぎ
な

い
一
．
伝
・
え
に
よ
る

と
円
福
寺
開
山
の

　
　
　
　
　
　
で
ノ
コ
マ
つ

海
運
法
印
が
口
腔

の
病
気
に
か
か
り

阿
保
原
地
蔵
尊
に
願
を
か
け
治
瘡

し
た
．
リ
ぞ
、
こ
で
海
厘
は
同
病
で
苦

し
む
人
び
と
の
た
め
境
内
に
地
蔵

堂
を
建
て
た
。
こ
れ
を
拝
む
と
口

中
の
病
が
治
る
と
い
わ
れ
明
治
の

こ
ろ
ま
で
各
地
か
ら
信
者
が
集
ま

り
賑
っ
た
と
い
う
．
、
現
在
こ
の
堂

の
あ
る
寺
地
は
天
桂
院
と
い
う
禅

宗
の
寺
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
へ
市
史
編
さ
ん
室
）

ブ4

イ
ド
ル

ナ
　
、

の
罫
！わが家
／．　．　一

糠噸

A

　　』y　
‘
覧 嶋1噛ヤ

　　　ヨ

菊地瑛里ちゃん1大民、沢）

S57年6月30日生まれ
久雄さん、ちか子さんの二女

ママからひとこと

ミ明るい元気な子に育ってほし

謁
繋
，
鑑

観
，

罵

掴『

’
．
　
唖
縄
㌃
、

　
　
箕
瀞

、、騒

騒
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　　　　　　　　　　　　　　　囲夏季研修会参加者募集

　　　　　　　　　　　　　　　　白石老人クラブ連合会では、次

　　　　　　　　　　　　　　　により北陸能登の旅行を兼ねた研

　　　　　　　　　　　　　　　修会を行いますので、ご参加くだ

漏県内文イヒ財めぐり　　　　　　さい。

　　1明治の建築物を見る1　　　〉期日　7月18日～22日　4泊5

〉日時　6月19日（日）午前8時10分　　　日　18日は午前8時出発。

　集合、雨天決行　　　　　　　　　レ参加人員　200名

〉集合場所　自石市役所前　　　　　〉参加費用　59，800円

＞募集定員　30名　　　　　　　　　レ宿泊先　弥彦、輪島、芦原、舘

＞参加料　　1，400円　　　　　　　　　山寺

〉見学場所　小牛田山神社、見龍　　〉申込み　6月30日まで福祉事務

　院霊屋、黄金山産金遺跡、香林　　　所福祉係（内線139）までお申

　寺山門、虚空蔵尊（柳津）、登米　　　し込みください。

　小学校第1号校舎、懐古館、旧

　水沢県庁庁舎など。歩きますの　　撒第23回白石』市総合体育

　で軽装でズックをはいてご参加　　　　大会陸ヒ競技記録会

　ください。　　　　　　　　　　　スポーツを愛好する方々の参加

〉講師　市文化財保護委員長　　　　をお待ちしておりますのでふるっ

　　　中橋彰吾氏　　　　　　　　てご参加ください。

〉申込先　6月10日まで自石市教　　〉日時　7月3日（日〉午前9時

　育委員会社会教育課（内線411）　　〉場所　白石高校第2グランド

　ヘお申し込みください。　　　　　〉資格　小学生（5年生以上）、中

　　　　　　　　　　　　　　　　学生、高校生、一般男女。

妻門““ご参加ください“・1藁〉申込み　6月24日（釜まで体育協

1■ママさんソフトボール　　1　会事務局（教育委員会）a5－

1　会員募集　　　　　　　　｝　2111（内線411〉へお申し込み

奎　白石市ソフトボール協会では市1　ください。

1内に在住している主婦のかたで、　l

lソフトボールをやりたい会員を募1醐染魯手芸教室

1集しています。ふるってご参加く1　働く婦人の家では、時代の推移

1ださい。　　　　　　　　　　　～と共に染料、染色法素材器具が改

iレ申込先自石市ソフトボール薩良されていることからだれにでも

1　会会長松野金夫宅（費6－2465）1簡単にできる手作りの染色手芸教

書　までどうぞ。　　　　　　　ζ室を開催しますので、ふるってお

l　　　　　　　　　　　　　　l申し込みください。

ζ■ママさんテニス　　　　　書
雪　　　　　　　　　集※日程表
1会員募集　　　　　ζ
こ　　　　　　　　　　　τ　　　　　　素1　白石庭球協会では・ママさんテζ　日　時
1ニス教室の会員を募集しています。1　　　　品　名　 染め方

1テニス教室では・月・水・金曜16／241金1ノ朽ソフレ

1日午前9時から午後1時の時間帯19璋空2：00

1で市営テニスコートで練習をし鷲7／111月1

塞いますので気軽にご参加ください。器9：〔10　　　の　れ　ん

雪　　　　　　　　　　　～～12100歪　くわしくは、白石庭球協会会長｝
置　　　　　　　　　　　差7／291金）
蓋千葉富弥宅盈6－3040までどうぞ。ζ　　　　　クッション
ユ　　　　　　　　　　　　　　　　・9：00
凱りP」1一馬。， 、’～鄭℃一r」【Uq，rコ〔」r臼』臼＝ 吊」「一r『加貞、，アし1L。U、，

』，一　　～12：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうけつ染め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうけつ染め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絞り染め

薦第6回白石市民吹奏楽団

　定期演奏会

　定期演奏会は、今年で6年目に

なり団員一同おおいに奮起、腕も

より一層向上しております。市民

の皆さんにすばらしいメロデイー

とハーモニーをお届けしますので、

ふるってご鑑賞ください。

レ日時　7月3日（日）開場12時30分、

　開演1時
〉場所　中央公民館大ホール

幽市民とお巡りさんの鈎、’

　白石警友の会の20周年記念事業

業として次により開催しますので、

市民の皆さんお誘い合せてご来場

ください。

レ日時　6月4日（土｝午後2時

〉場所　白石市民会館大ホール

レ内容　入場無料。県警音楽隊の

　演奏や記念講演（大蔵財務協会

　理事長　清野信氏による憂国放

　談）、三味線漫談（玉川スミ）、落

　語（春風亭柳昇〉。

〉申込人員　30名

〉受講料　無料

〉申し込み　6月15日まで働く婦

　人の家（a5－5095）へお申し

　込みください。

※見本は、働く婦人の家にありま

すので、ご覧ください。

材

材料代
3，500円位

（勇斐き筆）

1，200

650
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慣
を

醐臼石地区球技大会

健康まつりの臼石地区予選を次

により開催します。

レ日時　7月10日（日）

〉種目並びに場所

　家庭バレーボール　中央公民館

　ソフトボール　臼石第二小学校

蟹∫ども会育成指導者

　　　　　　　　研修会

　子ども会活動を活発化し、より

望ましい方向に進めるためには、

地残の成人指導者の積極的な協力

と推進が必要です。日頃指導推進

に携っている関係者を対象に実施

します。

〉日時　7月2日（土）午後1時30分

〉場所　中央公民館

〉対象者　子ども会育成会員、P

　TA会員、子ども会育成会事務

　局員、学校関係者など。

※くわしく知りたい方は、中央公

民館費4－5377へどうぞ。

移動図書館（こまくさ号）巡回日程表（毎月定期巡回）

※
図
書
館
1
1
土
曜
日
も
午
後
五
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す

週

第

1
周
一

第

り
一

周
一

第

3

週

第

4

週

曜豫

月

水

金

月

水

木

月

水

金

月

水

金

午前　10＝00～10＝40
　時　　　　間

午後　　2：00～3：10
午後　　1：20～2：00
午ぞ菱　　　2：10～　3：30

午前　10：00～11：00
午前　11＝10～11：30
午後　2：10～4：00
午前　10＝00～10：40
午前　11＝00～11：40
午f麦　 3：00～4：00
午f麦　 3：30～4＝30
午前　10：00～11：00
午子麦　　　1　：00～　1　：50

午韮麦　 2：00～3：00
午～麦　 3：20～4：00
午前　10：00～10：30
午前　10＝40～11：00
午前　11＝10～11：40
午子受　 2＝40～3：20
午f麦　 3＝30～4＝30
午前　10：00～10：40
午前　11：00～11130
午後　2：00～3：30
午前　10：10～10：50
午前　11：00～11；30
午辛麦　 2＝00～3：30
午後　3：40～4：10
午前　9＝50～10：30
午後　1：30～2＝10
午後　2＝10～3：30
午後　2：20～3：20
午後　3＝30～4：30
午前　10：10～10：40
午前　10：50～11130
午後　　2：00～2：50
午後　3＝00～4：00

地区名
白　石
斎　川
福　岡
福　岡
福　岡
福　岡
福　岡
福　岡
福　岡
小　原
越　河
福　岡
白　石
自　川
白　川
白　石
臼　石
白　石
大鷹沢
自　石
福　岡
福　岡
越　河
臼　石
臼　石
大炉沢
大鷹沢
白　石
自　石
大　平
自　石
白　石

越　河
越　河
臼　石
白　石

　、駐　車　場　名

傑山寺門前
斎川小学校
深谷三本木
深谷小学校
八宮分校
長　袋

校学
校

小
分
先

岡
峰

福
長
鎌
小原中学校
南中学校
三住分校
観音崎住宅
白川／』、学右交

臼川中学校
緑が丘市営アパート
緑が丘住宅
緑が丘県営アパート
不忘学園
杉浦製作所前
蔵王分校
不忘分校
越ξ可小学校

アツギナイロン社宅
中河原
大曙沢小学校
大牌沢中学校
斎肩、搾建設

鷹巣蛭賀屋敷
大平小学校
田　町
国鉄アパート
越河郵便局前
越河駅前
寿山教員住宅
寿山南公園前

新
着
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市役所の所在地
白石市字桜小路35

〒989－02 溶52111（代表〉

衛 生
　　　ノl　 弓予防1

　ワイル病は、致命率が高く、後

遺症もある恐ろしい病気です。レ

プトピラを含む「ネズミの尿」で

汚染された田や川・堀などで、作

業中に皮膚や枯膜等を通して感染

する伝染病さす、市では、次のと

おり予防接種を行いますので、ぜ

ひ接種してくだきい。

酬　　　1

〉目時　7月22日（金）、29日（金）

　午後1時30分から2時まで

〉場所　白石市健康センター

レ対象　16歳以上の市民

レ料金　無料（全額市費負担）

レ申込み　6月10日から7月9日

　まで市健康センター内衛生課ま

　たは各出張所・分室へ申込み1

．ださい。問診書は、申込みの際

　交付します。

〉その他　初めての方は、2回接

　種が必要です。

綜
　小児結核は、B　CGをまだ接種

していない小児に多く、幼いお子

さんほど結核感染に対する抵抗力

が弱く重症になりやすいといわれ

ております、、市では、次の日程で

ツ反応検査とB　C　G接種を行いま

すので、必らず受けてください。

※日時及び場所

一更 ・肌　 ヂ高乙

輔賛縫

＞対象者　生後3ヵ月から4歳未

　満で、まだ一度もB　CG接種を

　受けていない乳幼児。、

レ料金　無料

〉その他　（D母子手帳を持参して

　ください。（2）はしか等各種予防

　接種を1ヵ月以内に受けた方は

　受けられません。

地　　区

白　　川

福　　岡

大序沢

大　　平

斎　　川

越　　河

しソ♂Nこ」レクリ　ン

注　　　射

7月11日

〃

7月12日

8月29日

〃

〃

白司8月29日

小　　原 8月30日

ツ反測定と

BCG接種

7月13日

〃

7月14日

8月31日

〃

〃

8月31日

9月1日

時　　間

9＝50～10：11）

14：00～14二30

10：00～10：20

10：10～1〔）：30

10：40～11：00

11：10～11：40

13：00～13：30

9：30～　9：40

時　　間

白川中

福岡中

大鷹沢小

犬平小

斎川小

越河小

健康センダー

小原小

19

国民年金
　講求ずる遠甲，』

　　もう　贋考玄まし，」．う

　国民年金の老齢年金の支給開始

年齢は、原則として65歳からです

が、60歳までに老齢年金を受ける

資格要件を満たしている方は、ご

本人の希望によって60叢からでも

繰り上げて老齢年金を受けること

ができます。

　しかしながら、繰り上げ請求を

すると、本来65歳から受けるぺき

老齢年金の額から年齢に応じて一

定の額が減額されることになり、

その減額きれた年金を一生受け続

けることになってしまいます。

　また、繰り上げ請求をした後に

請求の取り消しや、支給を希望す

る月の変更はできません。最近は、

60歳到達後、「金融機関に勧められ

るままに繰り上げ請求をして失敗

した」といった例をよく耳にしま

す。

　平均余命が長くなってt、斗ること

などからすると、むしろ、支給年

齢を繰り下げることもお考えにな

ってみてはいかがでしょう。

　繰り下げれば、年齢に応じて本

来の年金に一定の割合の加算が行

われますので、増額された年金を

受けることができるのです。そう

すれば、やがてやってくる支給年

を待つ楽しみがある上に、それか

らの長い老後はますます充実した

ものになること請け合いです。

　もし、やむを得ない理由で老齢

年金を繰り上げる場合は誕生月に

行うと有利です。

　繰り上げ・繰り下げ請求のこと

にっいてのくわしいご相談は、市

民課国民年金係または各出張所ま

でお気軽にどうぞ。

6月10日時の記念日

今月の納税は

市・県民税第一期分です

納期内に納めましょう

　　翌　3　肖　繭　”　㊧　卵　q　弓　n　認　睡　昭　鋼　

官公庁だより
　　　1百鑑q暗9日頸伽 留甜卿鄙1コ

ヒ轡衛　1
　　　　仙南保健所白石支所

　　今までも仙南保健所自石支所に

　おいて精神衛生相談が行われてき

胤ましたが、この度、これに台せて

　老人の精神衛生の問題殊に老人性

　痴呆（老人ボケ）など老人の健康

　状態に対する家族の相談も行いま

　すので、遠慮なくご利用されるよ

　うお知らせいたします。

　　精神科医師による相談日は、下

　記の日時で開設されて1、・ます。

　　なお、所内の健康相談でも老人

　精神衛生についての相談を行って

　います。

　レ老人精神衛生相談日

　　毎月、第2金曜日、午後1時～3

　　時まで健康センター、担当医師

　　臼石病院　植田修先生。

　〉健康相談日

　　毎．月、第3、第4水曜日、午前9

　　時30分～12時まで仙南保健所白

　　石支所、担当医師　仙南保健所

　　長　平井二郎先生。

ヒ竺2いいて
　　　　　　　宮城県民会館

　県民会館では、適マーク表示制

度の拡大適用に伴う防果工事と併

せ会議室等の整備工事を実施しま

すので、）欠によりf木食官になります。

〉全館休館期閲　昭和59年4月1

　日から昭和59年6月30日まで

レ休館の理由　防災工事等のため

　　　仙南保健所白石支所

　厚生省では、毎年6月初旬社会

保障を充実するための基礎的な資

料を得るため、厚生行政基礎調査

を全県を対象に行います。

　調査対象としてお願いするのは、

くじ引きのような方法で、無作為に

選び出された世帯になります。

　今年の厚生行政基礎調査では、

次のようなことにっいてお聞きし

ます。

①世帯構成

　（◎医療保険の加入状況

　⑬）傷⊇病ノ1犬ギ兄

　（i）公的年金・恩給の受給状況

　本調査は指定統計ですので、調

査員が訪間の際は、ぜひ調査にご

協力ください、，

旗

藁
■
－

　
　
、
L
葬
噴

群
《
△

交通事故無料相談

　社団法へ日本損害保険協会でl

lは、仙台自動車保険請求相談セ1

　ンターを設置し自動車による交』

通事故に関する自動車損害賠償1

責任保険並びに任意自動車保険；

　（対へ・対物）の請求について、』

；一切無料でご相談をお引き受けl

　l、ております。

　〉時間　午前9時半～午後4時半，

　（平日）土曜日は正午まで

レ場所　仙台市中央2－8－161

　　　　仙台東京海上ビ几8階1

　　　　仙台調査事務所内

　仙台自動車保険請求相談七ン、

ター鐙仙台23－9222までどうぞ、1

ヒ竺f事概
　　　　　　　　　白石警察署

　昨年1年間に県内で発生した子

供（小学生以下）の水難事故は、

37件で38名がなくなっています。

　このように子供の事故は、実に

約青を占めています。

　これから水のぬるむ時期を迎え、

このいたましい子供の水難事故を

なくすため次の点に注意しましょ

つo

◎　事故の大半は、自宅近くでお

　きています。

　　子供、特に幼児の事故は、自

　宅近・くの池や用水堀、川などで

　おきています。

　　近くに危険なところはないか

　どうかを調べておきましょう。

◎　子供たちの遊び場所に危険は

　ありませんかる

　　子供たちがいつも遊び場とし

　ているところに危険がないかど

　うかを確認しておきましょう。

◎　危険な場所に予防処置をしま

　しょう。

　　子供は危険な場所を好む癖が

　あるといわれています。予防措

　置をするとともに、子供が近づ

　かないように教：えましょう。

◎幼児をひとり遊びさせていま

　せんか。

　　自宅の庭の池でも、幼児には

　魔の場所となることもあります。

　　外で遊ばせるときは、幼児か

　ら絶対に目をはなさないように

　しましょう。
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、鈎鵡詠畢曇羅ス1：

　　一日早いプレゼント

　5月4日、県整肢不忘学園を訪

れた市内洋菓子店経営の安藤さん

兄弟が、5月5日の子どもの日に

ちなんだ一日早いケリームサンド

パン110個を園児たちにプレゼント

しました。療養生活している園児

60入たちはプレゼントに大喜び。

　　　　　　　　　　圃．、騨

．瓢．璽轟

ら『》『歪『爆

　　野点と古典の集い

　益岡公園で、8日「城の会」主

催の情緒豊かな伝統芸能が披露さ

れました。新緑の中で、城跡に溶

けこんだ日本古来の琴、譲曲、尺

八、平家琵琶や白女高生徒による

弓道などが繰り広げられ、訪れた

市民より拍手がこだましました，，

難　＿　 1

麿　　　　騰轡弾
　　沢端川で鯉の放流
　去る5月3日沢端川において蔵

王自然保護協会のボランティア20

人が鯉約50匹を放流しました。

　鈴木教育長や白石電報電話局長

の福島局長らが最初に体長50～60

Cmの鯉を水に放すと、元気に銀リ

ンを輝かせ泳ぎまわっていました。

休日急患当番医
月　日

6／5

12

19

26

7／3

内 斗不

大沼医院（5）2502

三享甫クリニック（5）6854

芭医院樹2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

外 斗不

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

斎藤医院（5）1222

刈田病院（5）2145

朝　倉　病　院〔5）2101

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　定例相 談
相談区分

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

看覚矛芳†目言炎

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
一

補
巡
サ

婦人相談

無料法津
相　　談

相談日

15

15

15

6・25

7・21

15

15

応
途

15

序
木

週
加

　
毎

リオン9・23

トリオ　　6

ニホン　17

15

15

時聞

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12100

10：00～

　13＝00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15100

13100～

　14：00
11＝00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

場　　所

自石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室、

・白石市役所，

3階相談室

白石市役所

2階相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

白石市役所・

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

20


